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酪農トピックス／芹川恵介氏農林水産大臣賞受賞
祝賀会開催(福岡)ほか

日本酪農見て歩紀（沖縄県島尻郡南風原町）
10月21日㈮有楽町駅前広場にて、
酪農業に対する理解を深めてもらうべく、ＰＲ活動を行います！

若手後継者の本音／
後藤俊裕さん
改正

「個人情報保護法（個人情報の保護に関する法律）」
への対応について



今
回
訪
問
し
た
後
藤
牧
場
が
あ
る
山
形
県
南
陽
市

は
、
県
南
部
の
置
賜
盆
地
に
位
置
し
て
お
り
、
気
候

に
も
恵
ま
れ
米
・
野
菜
・
果
樹
な
ど
の
栽
培
に
適
し

て
い
ま
す
。ソ
バ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
山
形
で
す
が
、

１
世
帯
当
た
り
の
「
中
華
そ
ば
」
の
年
間
支
出
額
は

全
国
の
倍
以
上
で
ト
ッ
プ
。
地
元
の
辛
味
噌
ラ
ー
メ

ン
の
P
R
の
た
め
、
市
役
所
に
「
ラ
ー
メ
ン
課
」

が
こ
の
春
に
新
設
さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

後
藤
牧
場
は
、
結
婚
1
年
目
の
俊
裕
さ
ん
（
32

才
）
と
奥
さ
ん
の
芳
恵
さ
ん
、
祖
父
母
の
俊
雄
さ

ん
、
マ
ス
さ
ん
、
ご
両
親
の
俊
幸
さ
ん
、
道
子
さ
ん
、

妹
の
裕
美
さ
ん
の
7
人
家
族
で
す
。
飼
料
給
与
や

搾
乳
、
田
畑
の
作
業

は
、
ご
本
人
と
ご

両
親
で
行
っ
て
お

り
、
お
祖
父
さ
ん

の
俊
雄
さ
ん
は
育

成
管
理
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

後
藤
牧
場
が
所
属

す
る
山
形
県
酪
農

業
協
同
組
合
（
原

田
陽
一
代
表
理
事

組
合
長
）
は
、
生

乳
出
荷
戸
数
95
戸
、

年
間
生
乳
生
産
量

は
４
２
，
０
８
0
t

で
す
。

若手後継者の
本音 Vol.22

今回は、山形県南陽市 後藤牧場の後継者後
ご

藤
とう

俊
としひろ

裕さんにお話を伺いました。

「趣味と実益のトラクターで
自給飼料を拡大」

［経営概況］
所 　 属　山形県酪農業協同組合（原田陽一代表理事組合長）
家族構成　�奥さんの芳恵さん、祖父母の俊雄さん、マスさん、

ご両親の俊幸さん、道子さん、妹の裕美さん
飼養頭数　経産牛55頭、未経産牛30頭（子牛含む）

ネホン

就
農
ま
で
の
経
緯
は
…

兄
妹
の
二
人
き
ょ
う
だ
い
で
し
た
が
、
実
家
を
継

げ
と
も
言
わ
れ
ず
に
育
ち
ま
し
た
。
日
大
山
形
高

校
に
進
学
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
ボ

ク
シ
ン
グ
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
畑
山
隆
則
が

ス
ー
パ
ー
フ
ェ
ザ
ー
で
、
辰
吉
丈
一
郎
が
３
度
目

の
バ
ン
タ
ム
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
頃

で
す
ね
。
進
路
を
考
え
る
時
期
に
な
り
、
そ
れ
ま

で
は
好
き
な
こ
と
を
や
り
、
牛
舎
を
手
伝
う
こ
と

な
ど
無
く
搾
乳
な
ん
か
し
た
こ
と
な
か
っ
た
自
分

で
し
た
が
、
恩
返
し
っ
て
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
少
は
酪
農
を
勉
強
し
よ
う
と
日
本
大
学
動

物
資
源
科
学
部
に
進
学
し
ま
し
た
。

在
学
中
、
牛
舎
作
業
中
の
父
に
、
あ
と
数
セ
ン
チ

ず
れ
て
い
た
ら
半
身
不
随
と
い
う
ほ
ど
の
大
怪
我

を
負
う
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
父
は

３
か
月
の
安
静
入
院
。
そ
の
間
、
夏
休
み
は
実
家

を
手
伝
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
祖
父
と
母
の
二
人

で
、
酪
農
家
仲
間
の
協
力
を
受
け
、
ヘ
ル
パ
ー
も

利
用
し
つ
つ
な
ん
と
か
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
父
の
事
故
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
、
実

家
を
継
が
な
け
れ
ば
と
の
意
識
が
強
く
な
り
、
勉

強
や
農
場
実
習
に
真
剣
さ
が
増
し
ま
し
た
ね
。

父
も
無
事
回
復
し
、
大
学
卒
業
後
に
ス
イ
ス
に
１

年
間
海
外
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
学
校
に
貼
っ
て

あ
っ
た
ア
ル
プ
ス
の
傾
斜
地
の
放
牧
酪
農
が
写
っ

て
い
る
実
習
生
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
が
記
憶
に
残
っ

▼ いつも清潔な搾乳牛舎

▲ 俊裕さん（右）と、ご両親の俊幸さん、道子さん
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ら
い
い
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
な
っ
て
。
経

営
方
針
っ
て
言
う
と
大
げ
さ
で
す
が
、
牛
舎
で
よ

く
父
と
話
を
し
て
い
ま
す
。
耕
地
面
積
を
も
っ
と

増
や
し
て
自
給
粗
飼
料
を
活
用
し
、
購
入
粗
飼
料

を
減
ら
し
た
い
で
す
ね
。
い
ま
購
入
粗
飼
料
が
7

割
と
多
い
の
で
、
早
い
時
期
に
少
な
く
と
も
逆
転

す
る
ぐ
ら
い
ま
で
に
。
輸
入
粗
飼
料
は
、
国
際
情

勢
や
天
候
不
順
で
価
格
が
大
き
く
変
動
し
ま
す
か

ら
、
不
安
定
要
素
は
取
り
除
き
た
い
で
す
ね
。

将
来
の
目
標
は
…

36
頭
の
搾
乳
牛
舎
だ
け
で
は
搾
れ
な
く
な
っ
て
い

る
ん
で
す
。
今
も
、
乾
乳
間
際
の
牛
を
古
い
育
成
舎

に
移
し
て
バ
ケ
ッ
ト
搾
り
を
し
て
い
ま
し
て
。
先

ず
、
こ
れ
を
何
と
か
し
た
い
で
す
ね
、
効
率
的
じ
ゃ

な
い
の
で
。
既
存
の
乾
乳
牛
舎
や
分
娩
房
も
、
工
夫

し
て
使
い
勝
手
良
く
改
善
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
小
さ
な
夢
で
す
が
、
自
分
の
ト
ラ

ク
タ
ー
を
持
ち
た
い
ん
で
す
。
日
本
で
は
見
た
こ
と

も
無
い
メ
ル
セ
デ
ス
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ス
イ
ス
に
は

あ
っ
て
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
機

械
は
大
好
き
で
、
今
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
い

て
飽
き
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農
業
機
械
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
を
買
い
集
め
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま

す
。『
こ
ん
な
機
械
が
あ
れ
ば
い
い
な
ぁ
』
な
ん
て

休
み
の
と
き
は
眺
め
て
い
ま
す
（
笑
）。

『
中
学
や
高
校
で
は

全
く
酪
農
を
考
え
ず

に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
見
た
り
考
え
た
り
で

き
た
こ
と
は
、
大
き
く

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
ス
イ
ス

へ
の
実
習
も
、
行
っ
て

い
な
け
れ
ば
何
の
自
信

も
技
術
も
無
い
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
快
く
送

り
出
し
て
く
れ
た
両
親

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。』

と
語
る
俊
裕
さ
ん
。
今

後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
し
て
ね
。
経
産
牛
が
34
頭
の
家
族
経
営
の

牧
場
に
住
み
込
み
で
す
。
チ
ー
ズ
用
に
生
乳
を
出

荷
し
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
の
放
牧
酪
農
。『
生

乳
に
臭
い
が
付
く
か
ら
』
と
サ
イ
レ
ー
ジ
は
給
与

せ
ず
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
も
実
だ
け
を
取
っ
て
茎
葉

は
捨
て
て
い
ま
し
た
よ
（
笑
）。

い
ざ
就
農
し
て
…

ス
イ
ス
で
の
実
習
も
影
響
し
て
、
草
を
作
ら
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
で
す
ね
。
実
家
に
戻
っ

た
時
期
が
濃
厚
飼
料
が
高
騰
し
た
時
期
と
重
な
り
、

『
配
合
飼
料
で
搾
る
よ
り
草
で
搾
ら
な
き
ゃ
。
利
益

を
生
む
た
め
に
支
出
を
抑
え
よ
う
』と
考
え
ま
し
た
。

大
学
か
ら
酪
農
の
勉
強
を
始
め
た
私
の
提
言
に

対
し
て
、
父
は
素
直
に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

輸
入
乾
牧
草
も
い
つ
高
騰
す
る
か
、
父
も
同
じ
考

え
で
し
た
か
ら
。
良
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

▲ ロールサイレージとデントコーン畑

▲ 改良したい育成牛舎

▲ 堆肥舎

▲ 趣味で集めているミニチュアの一部

後継者だけに限らず、全国の生産者や、農
協、関係団体の職員、飼料メーカーや獣医師、
乳業会社など、日本酪農発展のためにみん
なが同じベクトルで進んでいきましょう。

全国の若手後継者の皆さんへ一言！後藤さ
んより
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総務部だより

法務・コンプライアンス課

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
は
、
情
報
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
個

人
の
権
利
利
益
の
侵
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
国
際
的
な
法
制
定
の
動
向
等

を
受
け
て
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。（
以
下
「
現
行
法
」

と
い
い
ま
す
。）

そ
の
後
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
や
事
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
の
急
速
な
環

境
変
化
に
よ
り
、「
現
行
法
」
が
制
定
さ
れ
た
当
初
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
定
義
の
明
確

化
」「
個
人
情
報
の
適
正
な
活
用
・
流
通
の
確
保
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
」
等

を
目
的
と
し
て
、
平
成
27
年
９
月
９
日
に
「
現
行
法
」
が
改
正
さ
れ
、
改
正
後
２
年

以
内
で
あ
る
平
成
29
年
９
月
ま
で
に
全
面
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
別

表
１
参
照
）

「
現
行
法
」
で
は
、
取
り
扱
う
個
人
情
報
が
５
，０
０
０
人
を
超
え
る
事
業
者
は
、

「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
し
て
「
現
行
法
」
に
関
す
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
取
り
扱
う
個
人
情
報
が
５
，０
０
０
人
以
下
の
事
業
者
は
義
務
の
対
象
外

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
改
正
「
個
人
情
報
保
護
法
」（
以
下
、「
改
正
法
」
と
い
い
ま
す
。）

で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
外
が
な
く
な
り
、
全
て
の
事
業
者
（
組
合
）
が
「
改
正
法
」
に

関
す
る
義
務
を
遵
守
す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

し
た
が
い
ま
し
て
、「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
し
て
「
現
行
法
」
に
対
応
し
て

い
る
組
合
に
つ
い
て
は
、「
改
正
法
」
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
義
務
等
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、「
現
行
法
」
で
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
組
合
に
つ

い
て
は
「
改
正
法
」
全
般
の
義
務
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
準
備
を
行
い
、
全
面
施
行
時

に
は
対
応
を
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
現
行
法
」
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
各
府
省
庁
（
農
業
協
同
組
合
の
場
合

は
農
林
水
産
省
）
が
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、「
改
正
法
」
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
が
平
成
28
年
中
に
公
表
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
は

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
を
改
組
し
、
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
、
平
成
28

年
１
月
１
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
特
定
個
人
情
報
）
の
有
用
性
に
配
慮
し
つ
つ
、

そ
の
適
正
な
取
扱
い
を
確
保
す
る
た
め
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、「
改
正
法
」
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
で
詳
細
な
対
応

方
法
が
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
組
合
の
個
人
情
報
の
取
扱
方
法
や
仕
組
み
が
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も
の
か
確
認
し
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ppc.go.jp/

personal/legal/

）
に
「
改
正
法
」
が
既
に
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

も
間
も
な
く
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、「
改
正
法
」
の
主
な
改
正
点
、「
現
行
法
」
か
ら
「
改
正
法
」
に
引
き
継

が
れ
る
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
の
守
る
べ
き
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
概
要
に
分
け
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

改正 「個人情報保護法

（個人情報の保護に関する法律）」

への対応について
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　「
改
正
法
」
の
主
な
改
正
点

⑴ 

個
人
情
報
の
定
義

①�

「
特
定
の
個
人
の
身
体
の
一
部
の
特
徴
」
と
い
っ
た
項
目
が
加
わ
り
、
個
人
情
報
の

定
義
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
２
条
）

②�

「
要
配
慮
個
人
情
報
」（
人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯

罪
に
よ
り
害
を
受
け
た
事
実
等
）
が
定
義
さ
れ
、
そ
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
２
条
・
17
条
・
23
条
）

③�

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
か
ら
、
政
令
で
定
め
た
、
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
少
な
い
も
の
が
除
外
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
２
条
）

④�

取
り
扱
う
個
人
情
報
が
５
，０
０
０
人
分
以
下
の
事
業
者
も
「
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
」
に
該
当
し
、「
改
正
法
」
が
求
め
る
義
務
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

（「
改
正
法
」
第
２
条
）

　
個
人
情
報
と
は
（
改
正
法
で
の
定
義
）

「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
も
の
と
改
正
法
で
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

氏
名
・
生
年
月
日
・
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

別
表
１　

改
正
法
の
全
面
施
行
ま
で
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年 

月 

日

実
施
内
容

平
成
17
年
４
月
１
日

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（「
現
行
法
」）の
全
面
施
行

平
成
27
年
９
月
９
日

　
「
改
正
法
」の
公
布

平
成
28
年
末
？　
　

　
「
改
正
法
」に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表

平
成
29
年
春　
　
　

　
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

　
「
改
正
法
」の
全
面
施
行
の
目
標
時
期

平
成
29
年
９
月
８
日

　

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る「
改
正
法
」全
面
施
行
の
最
終
期
限

で
き
る
も
の
。

�

他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
も
含

ま
れ
る
。（
※
）

○�

個
人
識
別
符
号
（
①
②
）
が
含
ま
れ
る
も
の
。

①�

特
定
の
個
人
の
身
体
の
一
部
の
特
徴
を
電
子
デ
ー
タ
に
変
換
し
た
「
文
字
」

「
番
号
」「
記
号
」「
そ
の
他
の
符
号
」
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
。

②�

特
定
の
個
人
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
購
入
に
関
し
て
割
り
当
て

ら
れ
た
り
、
カ
ー
ド
等
に
記
載
さ
れ
た
り
、
電
磁
的
に
記
録
さ
れ
た
「
文
字
」

「
番
号
」「
記
号
」「
そ
の
他
の
符
号
」
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

○�

「
要
配
慮
個
人
情
報
」：
本
人
の
人
種
・
信
条
・
社
会
的
身
分
・
病
歴
・
犯
罪
の
経

歴
・
犯
罪
に
よ
り
害
を
被
っ
た
事
実
等
、
特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
。

※�

現
行
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
次
の
よ
う
に
補
足
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
正
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
か
確
認
が
必
要
で
す
。

　

•�

「
個
人
に
関
す
る
情
報
」
と
は
、
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
年

齢
・
職
業
・
続
柄
等
の
事
実
に
関
す
る
情
報
に
限
ら
れ
ず
、
個
人
の
身

体
・
財
産
・
職
種
・
肩
書
等
の
属
性
に
関
す
る
判
断
や
評
価
を
表
す
全
て

の
情
報
を
指
す
。
公
刊
物
等
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
情
報
や
、
映

像
・
音
声
に
よ
る
情
報
も
含
ま
れ
る
。

　

•�

「
個
人
に
関
す
る
情
報
」
が
氏
名
等
と
あ
い
ま
っ
て
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
「
個
人
情
報
」
と
な
る
。

⑵ 
個
人
情
報
の
提
供
、
取
得
に
関
す
る
改
正

　

①�
不
正
な
利
益
を
図
る
目
的
に
よ
る
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
不
正
提
供
・

盗
用
罪
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
83
条
）

　

②�

第
三
者
か
ら
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
る
際
の
確
認
や
記
録
を
作
成
す
る
義

務
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
26
条
）

１
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２ 　

③�

個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
際
の
記
録
を
作
成
す
る
義
務
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
25
条
）

　

④�
個
人
デ
ー
タ
を
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
り
第
三
者
に
提
供
し
て
い
る
場
合
は
、
一
定
事

項
を
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
へ
届
出
す
る
義
務
と
当
該
届
出
事
項
を
「
個
人
情

報
保
護
委
員
会
」
が
公
表
す
る
義
務
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
23
条
）

　

⑤�

外
国
に
あ
る
第
三
者
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
提
供
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。（「
改
正
法
」
第
24
条
）

⑶ 

個
人
情
報
の
消
去
に
関
す
る
改
正

　

①�

不
要
な
個
人
デ
ー
タ
の
消
去
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。（「
改
正
法
」
第
19
条
）

⑷ 

規
制
緩
和
に
関
す
る
改
正

　

①�

個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
変
更
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
15
条
）

　

②�

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
加
工
し
た
、「
匿
名
加
工
情

報
」
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（「
改
正
法
」
第
２
条
・
36
条
・
37

条
・
38
条
・
39
条
）

「
現
行
法
」
か
ら
「
改
正
法
」
に
引
き
継
が
れ
る
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
の
守

る
べ
き
ル
ー
ル
の
概
要

⑴ 

個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
特
定
、
目
的
外
利
用
の
禁
止

　

①�

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
目
的
を
で
き
る
だ
け
特
定
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
15
条
）

　

②�

特
定
さ
れ
た
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
個
人
情
報
を
取
り

扱
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
16
条
）

⑵ 

適
正
な
取
得
、
取
得
時
の
利
用
目
的
の
通
知
等

　

①�

偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
個
人
情
報
を
取
得
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（「
改
正
法
」
第
17
条
）

　

②�

個
人
情
報
を
取
得
し
た
と
き
は
、
事
前
に
利
用
目
的
を
公
表
し
て
い
る
場
合
を

除
き
、
本
人
に
速
や
か
に
利
用
目
的
を
通
知
又
は
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（「
改
正
法
」
第
18
条
）

　

③�

契
約
書
等
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
を
取
得
す
る
場
合
や
書
面
に
記
載
さ
れ
た

個
人
情
報
を
本
人
か
ら
直
接
取
得
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を

本
人
に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
18
条
）

⑶ 

個
人
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保

　

①�

利
用
目
的
の
範
囲
内
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つ
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
19
条
）

　
　

★
具
体
的
な
措
置
例

　
　
　

•��

個
人
デ
ー
タ
入
力
時
の
照
合
・
確
認
手
続
の
整
備

　
　
　

•��

記
録
事
項
の
更
新

　
　
　

•��

保
存
期
間
の
設
定
等

⑷ 

安
全
管
理
措
置

　

①�

個
人
デ
ー
タ
の
漏
え
い
や
滅
失
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
か
つ
適
切
な
安
全
管
理
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
20
条
）

　
　

★
具
体
的
な
措
置
例

　
　
　

•��

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
・
機
器
等
の
整
備

　
　
　

•���
責
任
体
制
の
確
保
（
個
人
情
報
保
護
管
理
者
の
設
置
、
内
部
関
係
者
の
ア

ク
セ
ス
管
理
等
）
等

⑸ 

職
員
・
委
託
先
の
監
督

　

①�

個
人
デ
ー
タ
の
安
全
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
に
対
し
必
要
か
つ
適
切
な

　
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
と
は

個
人
デ
ー
タ
を
、
一
定
事
項
を
本
人
が
知
り
得
る
状
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
人
の
同
意
な
く
第
三
者
に
提
供
し
、
本
人
の
求
め
が
あ
れ
ば
第
三
者
へ
の

提
供
を
停
止
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

総務部だより
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す
る
場
合
に
は
、
そ
の
相
手
方
は
「
第
三
者
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

⑺ 

保
有
個
人
デ
ー
タ
に
関
す
る
事
項
の
公
表
、
開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
等

　

①�

保
有
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
、
開
示
・
訂
正
・
利
用
停
止
等
に
必
要
な
手
続
、

苦
情
の
申
出
先
等
に
つ
い
て
本
人
の
知
り
得
る
状
態
に
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
27
条
）

　

②�

本
人
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
保
有
個
人
デ
ー
タ
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
28
条
）

　

③�

保
有
個
人
デ
ー
タ
に
誤
り
の
あ
る
と
き
は
、
本
人
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
利

用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
、
調
査
し
、
訂
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
29
条
）

　

④�

保
有
個
人
デ
ー
タ
を
法
の
義
務
に
違
反
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
と
き
は
、
本
人
か

ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
利

用
停
止
等
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正

法
」
第
30
条
）

⑻ �

苦
情
の
処
理
（「
改
正
法
」

第
35
条
）

　

①�

本
人
か
ら
苦
情
な
ど
の
申

出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
適

切
か
つ
迅
速
な
処
理
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

②�

本
人
か
ら
の
苦
情
を
、
適

切
か
つ
迅
速
に
処
理
す
る

た
め
、
苦
情
受
付
窓
口
の

設
置
、
苦
情
処
理
手
順
の

策
定
な
ど
必
要
な
体
制
の

整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

個人情報保護法に関して疑問点・不明点がある場合には、「個人情報

保護委員会」ホームページに個人情報保護法に関する「よくある質問」

（個人情報取扱事業者向け：現行法対応版）が掲載されていますので、

まずご覧ください。（http://www.ppc.go.jp/personal/faq/jigyosha/）

また、「個人情報保護委員会」の個人情報保護法質問ダイアルが設置さ

れており、同法の解釈や一般的な質問に答えてくれますのでご利用くだ

さい。

個人情報保護法質問ダイアル番号　０３－６４５７－９８４９
受付時間　土日・祝日、年末年始を除く　９：30～17：30

監
督
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
21
条
）

　

②�

個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
委
託
す
る
場
合
に
は
、
委
託
先
に
対
し
必
要

か
つ
適
切
な
監
督
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（「
改
正
法
」
第
22
条
）

　
　

★
具
体
的
な
措
置
例

　
　
　

•�
個
人
情
報
保
護
意
識
徹
底
の
た
め
の
教
育
研
修
等
の
実
施

　
　
　

•�

個
人
情
報
保
護
措
置
の
委
託
契
約
内
容
へ
の
明
記

　
　
　

•�

再
委
託
の
際
の
監
督
責
任
の
明
確
化　

等

　
　

★�

職
員
と
は
、
正
職
員
の
み
な
ら
ず
、
役
員
、
契
約
職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
も

含
み
ま
す
。

　
　

★�

再
委
託
を
行
う
場
合
、
委
託
先
が
再
委
託
先
に
対
し
て
十
分
な
監
督
を
行
っ
て

い
る
か
な
ど
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
把
握
し
、
適
切
な
指
導
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑹ 

第
三
者
提
供
の
制
限
（「
改
正
法
」
第
23
条
）

　

①�

あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で
、
本
人
以
外
の
者
（
第
三
者
）
に
個
人

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
　

ア�

．
法
令
に
基
づ
く
場
合
（
警
察
や
検
察
等
か
ら
捜
査
関
係
事
項
照
会
が
あ
っ
た

場
合
、
弁
護
士
会
照
会
が
あ
っ
た
場
合
等
）

　
　

イ�

．
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
に
必
要
な
場
合
（
大
規
模
災
害
や
事
故

等
の
緊
急
時
に
、
患
者
の
家
族
等
か
ら
医
療
機
関
に
対
し
て
患
者
に
関
す
る

情
報
提
供
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
等
）

　
　

ウ�

．
公
衆
衛
生
・
児
童
の
健
全
育
成
に
特
に
必
要
な
場
合
（
地
域
が
ん
登
録
事
業

に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
医
療
機
関
に
対
し
て
、
が
ん
の
診
療
情
報

の
提
供
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
児
童
虐
待
の
通
告
の
場
合
等
）

　
　

エ�

．
国
等
に
協
力
す
る
場
合
（
税
務
署
等
か
ら
事
業
者
に
対
し
て
、
任
意
の
顧

客
情
報
の
提
供
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
統
計
調
査
に
協
力
す
る
場
合
等
）

　

②�

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
場
合
は
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
第
三
者
へ
の
個
人
情
報
の
提

供
は
可
能
で
す
。

　

③�

委
託
の
場
合
、
合
併
等
の
場
合
及
び
一
定
事
項
の
通
知
等
を
行
っ
て
共
同
利
用

個人情報保護法に関するお問い合わせ先
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名古屋

支所発
森富士樹さん（ＪＡ愛知東）

「受賞祝賀会」開催される

９月23日㈮、愛知県新城市の池田屋におい
て、７月14 〜 15日に名古屋東急ホテルで開催
された第45回全国酪農青年女性酪農発表大会 
酪農経営発表の部において、審査委員長特別賞
を受賞された森富士樹さんの受賞祝賀会が開催
されました。 

祝賀会には、酪農家、JA役職員、酪農関係団
体など約30名が集まりました。 

はじめに森さんから改めて大会の雰囲気さな
がらに経営内容を発表いただいたあと、中部酪農
青年女性会議小笠原委員長より花束の贈呈、続
いて来賓の方々から「充実した評価が得られたの
も経営者としての能力が高いためであり素晴らし
いお手本である」「時代の変化に負けず乗り越え
ていく力がある」「向上心と強い気持ちでこれか

らも地域を
引っ張って
いってほしい」などのたくさんのお祝い・称賛の
言葉が述べられました。 

また森さんからは「今回発表者として参加し、
さまざまな方と交流も持つことができ勉強になり
ました」との挨拶がありました。 

ひきつづき開かれた懇親会では、大会の思い出
話や将来の夢などについて皆で大いに語り合い、
祝賀会は盛会のうちに終了しました。 

今回、最優秀賞にはわずかに届きませんでし
たが、価値ある審査委員長特別賞の受賞となり
ました。 

森富士樹さん、受賞おめでとうございました。 
（Y.K）

名古屋

支所発
中部酪農青年女性会議研修

「なごやチーズ博2016」開催される 

9月4日㈰午後、名古屋市の中日パレスにおい
て「なごやチーズ博2016」が開催されました。
このイベントはNPO法人チーズプロフェッショナ
ル協会が主催するもので、名古屋市で開催される
のは3年ぶりとなります。 

中部酪農青年女性会議は
このイベントを研修会と位
置づけ、総勢36名で参加
しました。 

当日は350名ほどのチーズ愛好家の方たちが
集まっており大盛況でした。

会場内には国産ナチュラルチーズ・輸入ナ
チュラルチーズのブースのほか、ワイン等の
ブースも設置されており、中部酪農青年女性会
議の参加者は思い思いに、世界70種類以上の

チーズの試食と、チーズとワインの組み合わせ
を楽しみました。 

参加者からは「いろいろなチーズを食べること
ができてよかった」、「チーズの種類の多さに驚い
た」などの感想が寄せられました。また「チーズ
作りを体験したい」という意見も寄せられました。 

今回の研修は、参加者のみなさんにとって、
乳製品についての知識を高める良い機会となっ
たようです。 

中部酪農青年女性会議は、これからも酪農家
のみなさんのお役に立
つ研修を企画していき
ます。今後もぜひご参
加ください。

 （Y.K）

▶︎ ブースでチーズを提供する
小笠原委員長

▲ 会場風景 

▲ 堀山副委員長による
 　開会挨拶 

▲ 挨拶をする森富士樹さん 
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福 岡

支所発
芹川恵介氏「農林水産大臣賞受賞祝賀会」開催

8月31日㈬、熊本県中央区ホテルメルパ
ルク熊本にて、第45回全国酪農青年女性酪
農発表大会の酪農経営発表の部において農林
水産大臣賞を受賞された芹川 恵介氏の祝賀会
が開催されました。

当日は芹川氏夫妻及び関係者約70名が出席
されました。熊本県酪農女性部協議会稲田 仁美
会長の開会挨拶に続き、主催者を代表して熊
本県酪農業協同組合連合会の隈部 洋会長より

「酪農発表大会は後
継者育成に大きな
役割を担っており、
熊本から受賞者を
出すことができて
大変うれしく思っ
ている。」と主催者
挨拶や、熊本県酪

農青壮年部協議会の岩見 誠也委員長より「芹
川君自身も被災し一時は大会参加が危ぶまれ

たが、力強い発表
で最高位賞を受賞
でき、感謝の気持
ちで一杯です。」と
の挨拶されました。
熊本県の中村 秀朗
畜産課長より来賓
挨拶に続き、牛乳
で乾杯が行われました。

会場内では芹川氏のお祝いとともに熊本の
酪農についての情報交換が活発に行われ、大
きな賑わいの中で親睦を深められていました。

最後に芹川氏から「最初はとまどいもあり
ましたが、全国大会で各地の酪農仲間の経営
を見聞きすることができ、大変参考になりま
した。これからも今まで以上に前向きに取組
んでいきます。」との力強い感謝の言葉が述べ
られ、祝賀会は閉会しました。 

 （U.T）

▲ 芹川恵介氏

▲ 隈部洋会長による主催者挨拶

9　ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION  2016・10



2016・10  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　10

神
谷
牧
場
が
所
属
し
て
い
る
沖
縄

県
酪
農
農
業
協
同
組
合
（
新
里
重
夫
代

表
理
事
組
合
長
）
は
、
酪
農
家
戸
数
63

戸
、
年
間
出
荷
乳
量
が
２
２
，０
６
８�

ｔ
（
平
成
27
年
度
デ
ー
タ
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

神
谷
牧
場
の
家
族
構
成
は
、
経
営
者

の
翔
平
さ
ん
（
29
）
と
奥
さ
ん
の
安
菜

さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
久
美
子
さ
ん
、
３

人
の
娘
さ
ん
（
上
か
ら
安
利
ち
ゃ
ん
、

笑
利
ち
ゃ
ん
、
実
利
ち
ゃ
ん
）
と
一
番

下
に
息
子
さ
ん
（
利
喜
翔
く
ん
）、
そ

し
て
祖
母
の
文
子
さ
ん
の
８
人
で
す
。

作
業
分
担
は
翔
平
さ
ん
が
作
業
全

般
を
さ
れ
て
い
て
、
お
母
さ
ん
が
搾
乳

と
飼
養
管
理
、
奥
さ
ん
が
家
事
を
こ

な
し
な
が
ら
祖
母
の
文
子
さ
ん
と
牛

舎
清
掃
等
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
紹
介

今
回
紹
介
す
る
神
谷
牧
場
は
、
沖

縄
本
島
の
南
に
位
置
す
る
島
尻
郡
南

風
原
町
に
あ
り
、
世
界
遺
産
と
し
て

有
名
な
首
里
城
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
当
日
は
快

晴
、
飛
行
機
か
ら
見
た
海
は
絵
に
描

い
た
よ
う
に
と
て
も
青
く
澄
ん
で
い

て
き
れ
い
で
し
た
。
沖
縄
県
は
亜
熱

帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、
基
幹
作
物

と
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

一軒も減らさない、地域と
交流し理解される酪農をめざして

No.281

沖縄県島尻郡南風原町神谷翔平牧場

沖縄県

沖縄県島尻郡南風原町

▲ 神谷 翔平さん

▲ 牛舎と飼料タンク
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神
谷
牧
場
の
歴
史

神
谷
牧
場
は
今
か
ら
約
50
年
前
、
神

谷
さ
ん
の
お
祖
父
さ
ん
が
実
家
の
近

く
で
１
頭
か
ら
酪
農
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
ソ
ル
ゴ
ー
の
栽
培
や
サ

ト
ウ
キ
ビ
粕
で
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
っ

て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
牛

舎
を
徐
々
に
増
頭
し
、
ピ
ー
ク
時
に

は
飼
養
頭
数
が
１
０
０
頭
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
37
年
前

に
牛
舎
を
現
在
の
位
置
に
建
て
替
え

ま
し
た
。
そ
の
後
は
神
谷
さ
ん
の
伯

父
に
あ
た
る
方
が
後
を
継
が
れ
て
い

生
環
境
を
保
つ
こ
と
で
牛
た
ち
の
健

康
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
乾
乳
牛
の

健
康
に
は
特
に
注
意
を
払
っ
て
い
て
、

土
地
の
狭
い
沖
縄
で
は
稀
な
乾
乳
牛

用
の
運
動
場
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

現
在
の
飼
養
頭
数
は
経
産
牛
53
頭

で
す
。
育
成
牛
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
家

畜
改
良
セ
ン
タ
ー
に
預
託
し
て
、
搾

乳
牛
の
管
理
に
労
働
力
を
集
中
し
て

い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
出
荷
乳
量
は
４
７
０

ｔ
、
乳
質
に
つ
い
て
は
乳
脂
率
３
・

８
５
％
、
乳
蛋
白
率
３・１
５
％
、
無
脂

た
そ
う
で
す
が
、
中
学
生
の
時
か
ら

酪
農
の
道
を
志
し
て
い
た
翔
平
さ
ん

が
、
18
歳
の
時
に
そ
の
後
を
引
き
継

ぎ
約
10
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
自
給
飼
料
は
作
ら
ず
、
育
成

牛
・
堆
肥
処
理
は
外
部
委
託
す
る
こ

と
で
で
き
る
だ
け
労
力
に
余
裕
を

持
っ
た
酪
農
経
営
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

牧
場
概
要

牛
舎
は
つ
な
ぎ
牛
舎
で
す
。
牛
床

は
敷
料
の
入
手
が
難
し
い
た
め
、
牛

床
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
徐

糞
が
徹
底
さ
れ
て
い
て
、
良
好
な
衛

固
形
分
８
・
６
４
％
、
体
細
胞
数
は
年

間
平
均
20
万
以
下
を
保
っ
て
い
ま
す
。

乳
房
炎
に
は
特
に
注
意
し
て
お
り
、

牛
自
身
の
免
疫
力
向
上
と
併
せ
、
早

め
の
治
療
を
徹
底
し
重
症
に
な
ら
な

い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
搾
乳
は

２
名
で
朝
夕
２
回
、
７
台
の
自
動
離

脱
機
能
の
付
い
た
ミ
ル
カ
ー
で
作
業

を
効
率
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
休
み

の
日
に
は
お
子
さ
ん
た
ち
も
子
牛
の

世
話
な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

飼
養
管
理
に
つ
い
て

飼
料
に
つ
い
て
は
自
給
飼
料
を ▲ 乾乳牛舎

▲ ミキサー

▲ 搾乳牛舎内

▲ 上段左から母・久美子さん、妻・安菜さん、翔平さん、下段お子さん
 　左から笑利ちゃん、利喜翔君、実利ちゃん、安利ちゃん
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作
っ
て
い
な
い
た
め
、
輸
入
乾
草
を
使

い
、
コ
ン
プ
リ
ー
ト
フ
ィ
ー
ダ
ー
を

用
い
て
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
を
作
り
、
搾
乳

牛
に
給
与
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
は

乾
草
の
切
断
長
に
も
こ
だ
わ
り
、
特

に
猛
暑
期
に
は
飼
料
の
掃
き
よ
せ
を

夜
間
に
も
行
い
回
数
を
増
や
す
な
ど

し
て
、
暑
熱
環
境
で
乾
物
摂
取
量
の

維
持
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
粕
も
使
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
品
質
の
問
題

や
作
業
効
率
の
観
点
か
ら
使
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

堆
肥
処
理
に
つ
い
て
は
、
自
然
流

下
方
式
で
集
め
た
糞
尿
を
、
地
域
（
自

分
た
ち
）
で
作
っ
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー

に
有
料
で
回
収
し
て
も
ら
い
、
堆
肥

化
し
た
も
の
を
契
約
し
て
い
る
畑
に

還
元
し
て
い
ま
す
。

繁
殖
に
つ
い
て
は
、
後
継
牛
に
関
し

て
は
雌
雄
選
別
精
液
を
使
用
し
、
後

代
検
定
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

経
営
の
工
夫

神
谷
牧
場
を
取
材
し
た
日
は
気
温

が
33
℃
で
し
た
が
、
訪
問
し
て
最
初

に
感
じ
た
の
は
牛
舎
内
が
涼
し
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
神
谷
牧
場
で
は

大
型
扇
風
機
を
41
台
設
置
し
、
細
霧

装
置
を
併
せ
て
24
時
間
稼
働
さ
せ
、

良
好
な
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
を
保
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
牛
舎
内
の
換
気

も
担
っ
て
お
り
、
一
石
二
鳥
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
規
模
拡
大
す

る
の
で
は
な
く
、
牛
た
ち
の
健
康
に

重
点
を
置
い
た
経
営
を
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り

翔
平
さ
ん
は
今
年
、
沖
縄
県
酪
農
青

年
女
性
部
連
絡
協
議
会
の
会
長
に
就

任
さ
れ
、
地
域
へ
の
酪
農
理
解
醸
成
活

動
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
搾

乳
体
験
会
を
行
っ
て
お
り
、
子
供
た

ち
に
牛
の
大
き
さ
や
温
か
さ
を
伝
え
、

地
域
の
人
々
へ
酪
農
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
環
境
問
題
等
で
の
離

農
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
会
長
と
し

て
先
頭
に
立
ち
、
仲
間
を
一
軒
も
減

ら
さ
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
交
流
会
（
模
合
｛
も
あ
い
｝）

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域

の
酪
農
家
の
皆
さ
ん
と
人
々
と
泡
盛

を
囲
み
な
が
ら
語
り
合
い
、
親
交
を
深

め
て
い
ま
す
。
青
年
会
で
は
伝
統
芸

能
で
あ
る
エ
イ
サ
ー
を
さ
れ
て
お
り
、

酪
農
だ
け
で
な
く
地
域
で
の
活
動
に

お
い
て
も
た
い
へ
ん
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
翔
平
さ
ん
は
バ
イ
ク
が
趣

味
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
愛
用
の

バ
イ
ク
で
島
内
を
駆
け
回
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

今
後
の
展
開

現
在
、
一
番
上
の
お
子
さ
ん
が
ま
だ

８
歳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子
育
て

も
大
切
に
し
た
ゆ
と
り
あ
る
酪
農
経

営
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、

将
来
的
に
は
６
次
産
業
化
し
て
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
乳
製
品
の
販
売
も
し

て
い
き
た
い
そ
う
で
、
翔
平
さ
ん
の

県
産
牛
乳
の
消
費
拡
大
活
動
へ
の
意

気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

年
齢
は
お
若
い
な
が
ら
も
、
す
で

に
10
年
以
上
の
し
っ
か
り
と
し
た
酪

農
経
営
の
経
験
を
持
ち
、
酪
農
を
通

じ
て
地
域
へ
の
働
き
か
け
に
も
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
翔
平
さ
ん
。

今
後
更
な
る
ご
活
躍
と
ご
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▲ 牛舎内の扇風機

▲ 牛乳処理室



全酪連は、今後も消費者の皆様に日本の酪農をより知ってもらい、
国産牛乳、乳製品の消費拡大活動に取り組んでいきたいと考えています。

　全酪連では、酪農が日本人の栄養摂取や、社会的に様々な役割を担っている事。

国土保全の為に果たす役割について消費者の方へ訴えると共に、安全・安心の国産牛
乳を飲んで酪農家を応援していただくため、全国酪農青年女性会議の協力のもと、エ
コバックとチラシを街頭にて配布しＰＲ活動を行います。
　まずは、来たる10月21日㈮に、東京の有楽町駅前広場（東京都千代田区）にて街頭
活動を予定しており、その後全国各地へ活動を広げていきます。

私たち全酪連は、
全国酪農青年女性会議協力のもと、

10月21日㈮有楽町駅前広場にて、
酪農業に対する理解を深めてもらうべく、

ＰＲ活動を行います！
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◀ PR活動の様子

▼ 半澤委員長による街頭演説

◀ 丁寧に説明を
 　加えながらの配布活動

昨年の活動の様子



原 料 情 勢 平成28年9月

9月13日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

【15/16年産】　�作付面積88.0百万エーカー、単収168.4bu/エーカー、生産量136億100万bu、総需要量136億
8,200万bu、期末在庫17億1.600万bu、�在庫率12.5%　需要面で減少し、期末在庫は増加。

【16/17年産】　�作付面積94.1百万エーカー、単収174.4bu/エーカー、生産量150億9,300万bu�、総需要量144億7.500万
bu、期末在庫23億8.400万bu、在庫率16.5%　　需要供給両面で減少し、期末在庫は減少。

トウモロコシ
相場動向

とうもろこしの生産量は軟調に推移した。大きな相場材料は出なかったが、大豆や原油など他の商品市場の上昇につられて反発
した。需給予想では単収と期末在庫が下方修正されるのではないかとの見方も広がる中、発表日前日は330￠ /bu(9月限)で取
引を終えている。降雨の影響も懸念されており、収量減の余地を残している。収穫が終わるまでは、天候に注意が必要である。

9月13日発表
米国農務省
大豆需給予想

【16/17年産】　�作付面積83.7百万エーカー、単収50.6bu/エーカー、生産量42億100万bu�、総需要量40億
6,100万bu、期末在庫3億6,500万bu、在庫率9.0%　　需要供給両面で増加し、期末在庫は増
加。

大豆粕相場動向

米国産は弱気な内容であったため売り一色の展開。�前日比-16￠の964￠1/4（11月限）で当日の取引終了。国内産は、
搾油量は前年を若干割れているが安定。シカゴ相場は南米の天候不順の影響を背景に強含みの展開となっていたが、北
米産は天候懸念の後退から良好な成育環境となり、史上最高の豊作が見込まれる状況から軟調に推移している。今後
は中国からの大量買付の有無が相場に大きな影響を与えるものと思われ、中国の景気動向含め十分な注意を払いたい。

糟糠類

【一般フスマ】フスマは製粉メーカーでの発生量（挽砕）は安定している。飼料メーカーでは鶏・豚向け配合飼料を中心にフスマから
グルテンフィードへの原料置換を行っており、若干配合率が低下、これを受け若干需給は緩む見込み。輸入量は前年並みで推移。

【グルテンフィード】4月の価格改定時の大幅値下げの影響により需要は堅調に推移しており、飼料配合率は増加、輸
入品（主に中国産）は安価な国内品（日本品）と価格が合わず、輸入数量は大きく減少。これにより春先の余剰感は
解消され、需給は非常にタイトな状況。相場は強含みで推移するものと思われる。

海上運賃

船のスクラップが進み船腹余剰感は薄れつつある。また太平洋水域では中国の石炭の輸入量の回復、穀物荷動きの活
発化により堅調に推移した。米国ガルフ出しに関しては、米国のボーキサイト・鉄鋼製品輸入の減少と米国出しインド
向けの石油コークス需要の増加に下支えされて堅調に推移している。ブラジルの乾燥気候の影響で、穀物の輸出需要
は米国に集中すると見られており、今後米国の新穀出荷シーズンに入ると一層船腹の引合いが強まる可能性が高い。

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

16,000

14,000

0

10

15

5

25

20

40

30

35

生産量（百万bu）

期末在庫（百万bu）

在庫率（%）

生
産
量
/期
末
在
庫

期
末
在
庫
率（
％
）

０4/０5 ０6/０7 ０8/09 10/11 11/12 12/13０5/０6 ０7/０8 ０9/10 14/15 15/16 16/1713/14

０4/０5 ０6/０7 ０8/09 10/11 11/12 12/13０5/０6 ０7/０8 ０9/10 14/15 15/16 16/1713/14

米国産大豆生産量と期末在庫の推移

生産量（百万bu）

期末在庫（百万bu）

在庫率（%）

生
産
量
/期
末
在
庫

期
末
在
庫
率（
％
）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

4,000

3,500

0

4

8

12

16

20

32

28

24

2016・10  ZENRAKUREN MEMBER'S INFORMATION　14



輸入粗飼料の情勢 平成28年9月

北米コンテナ船
フレート

各船社、引き続き採算が悪い状態が続いており、１０月１日からの海上運賃修復（ＧＲＩ）を通知し始めた船社
もあります。今年に入り、ＧＲＩの通知は出すものの、ほとんどの船社が直前で延期、撤回を繰り返してきま
したが、９月初旬に韓国の大手船社へ会社更生法が適用されるなど、各船社の経営悪化が表面化してきていま
す。この影響で、本船数が減り、多くの荷主は他の船社へブッキングを移行せざるを得ず、船腹の余剰感が解
消されつつあることなどから、今回はGRIを強行してくる船社が多数出てきそうです。
今後、海上運賃並びにそれに付帯するコストの上昇は不可避の状況になっています。

ビートパルプ
【米国産】日本向けの主産地では、例年よりも１０日前後早い８月中旬から収穫とペレット生産がスタートしてい
ます。降雨が多く作柄に若干の懸念がある地域も一部ありますが、その他の地域は概ね良好であり、全体とし
ては昨年並みに良好な作柄と言えそうです。

アルファルファ

【ワシントン州】主産地のコロンビアベースンでは３番刈の収穫が終了し、４番刈の収穫が始まっています。１番刈で例年よりも多
い７０～８０％程度が雨当たり、２番刈でも４０～５０％程度が何らかの雨当たり被害を受けており、３番刈で良品が多く発生するこ
とが期待されましたが、３番刈においても２番刈と同様、全体の５０％程度で軽度～重度までの雨当たり被害が発生しています。品質
については、収穫前の気候がやや冷涼になったこと、また夜露も降りるようになってきたことから、圃場によってはブリーチが多いも
のが発生しているものの、葉付きも良く、成分が高いものが生産できているようです。産地相場の動向は、まだ不透明ですが、当地域
においてはプレミアム品の発生が限られていることから、プレミアム品の価格は引き続き堅調に推移していきそうです。

【オレゴン州】南部クラマスフォールズでは現在２番刈の収穫がほぼ終了しており、早い圃場では３番刈の収穫がスタートしてい
ます。２番刈でも２０～３０％程度の雨あたりが発生しているようです。品質については、収穫ペースが例年よりも早く、全体的
に早刈り傾向であったことから、高成分なものが比較的多く生産されているようです。
中部のクリスマスバレーでは、２番刈の収穫が終盤に差し掛かっており、こちらも例年より進捗がよいため、多くの圃場で３番刈
まで収穫できる見込みです。２番刈の収穫期は天候にも恵まれ、例年並みの良品が発生している模様です。

【カリフォルニア州】カリフォルニア州中～北部では現在４番刈の収穫が終盤を迎えており、早い圃場では５番刈の
収穫が始まっています。産地相場については、当地域は産地間で比較すると相対的に割安感はあるものの、２番刈
以降良品の発生が続いていることから、引き合いが過剰に集中することなく相場は比較的安定しているようです。
南部インペリアルバレーでは６番刈の収穫が始まっており、低成分ですが見た目がきれいで緑目なものが多く生産さ
れています。産地相場については、中国からの需要が引き続き強く、高値で安定したまま推移しています。

チモシー

【米国産】主産地のエレンスバーグ、コロンビアベースン共に早くも２番刈の収穫が終盤を迎えています。１番刈は雨
に当たった圃場が全体の４０％前後発生したと言われています。この影響で馬向けの良品が不足しており、牛向けの
上級品を一部買い付ける動きが見え始めているため、これらの上級品が全体的に不足している状況です。
２番刈は生育期の天候は順調でしたが、上級品の発生量は限定的になっています。このため、２番刈の上級品は１
番刈が十分買えなかった需要筋からの強い引き合いを受け、買付競争が過熱し相場は強含みとなっています。

【カナダ産】アルバータ州南部レスブリッジでは１番刈の収穫が終了しています。今年の単収は例年並みでしたが、収穫期
の天候は不安定でした。このため、馬向けの最高級品は数少ないものの、牛向けは上級品から低級品まで各グレードが満
遍なく生産されています。
アルバータ州中部のクレモナ地区では、現時点までに収穫、買付されたものも雨あたり品が多くなっており、今後収穫さ
れる圃場においては、ほとんどが刈り遅れになる見込みのため、このエリアからの上級品の発生は絶望的となっています。

スーダングラス

最新の作付面積の報告によると、８月１５日時点の面積は過去４年での最低となっており、２番刈りの作付面積が大きく減少
していると見られます。
作柄としては不安定な天候の影響を大きく受けた昨年に比べると、茶葉も少なく比較的安定した品質が中級品を中心に多く
見られました。一方で、色抜け品は湿度が本格的に出始める前に作付面積が減少し始めたことから、発生量は例年に比べ少
ない状況です。インペリアルバレーの収穫は例年より２週間ほど早く進捗しており、２番刈も含め９０％程度終了しています。

クレイングラス

クレインは全酪連の登録商標です。クレイングラスの作付面積の減少傾向は変わらず、８月１５日時点としては
過去４年間で最も少なくなっています。インペリアルバレーでは８月末時点で３番刈が終了しており、多くの圃
場で４番刈が行われています。相場の低迷から作付意欲は引き続き弱く、収穫作業を行わず休耕に入る圃場が
多くなっています。作付面積の減少による今後の生産量の減少が予想される中、韓国からの買い付けは活発な
状況です。このため、先々の産地相場は引き続き強含みで推移すると思われます。

ストロー類
産地であるオレゴン州ウィラメットバレーの収穫は８月に終了しました。作柄は降雨被害を受けている影響で１５年産
に比べ良くないとの評価になっています。韓国からの買い付けが活発化しつつあり、加えて一部の生産農家は相場の
上昇を待って倉庫に多くの在庫を置き始めている状況のため、今後の価格は強含みになるとの予想が出ています。

オーツヘイ

各地域では８月も十分な降雨があり、生育は順調に進んでいます。
今年は降雨も十分で収量も多くなると見込まれており、直近２年との嗜好性の差に早くも懸念を示すサプライヤーも出てきています。
今後の天候についても、例年並みの降雨があると見込まれていることから、全域の収穫を終えるのは１０月いっぱい掛かると予想さ
れています。
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各地の需給動向

【東�北】生産は、前年比 99.6％。はっ酵乳中心に乳業者の処理は好調。飲用牛乳向けは 98.1％、はっ酵乳等向け 113.2％、特定乳製品
向けは 95.9％となった。

【関�東】生産は、前年比 100.0％。月間通して涼しい気候であり見込み上振れで推移。乳業者処理は月間通して計画通りに推移。飲用牛
乳向けは 101.0％、はっ酵乳向け 102.1％、特定乳製品向け 90.8％。

【東�海】生産は、前年比 101.1％。特に上 -中旬は好調に推移した。乳業者処理は予定通りとなっており、飲用牛乳向けは 99.9％、はっ
酵乳等向けは 103.1％、加工向けは 124.2％。

【近�畿、中国、四国】生産は、上旬で計画以上の推移したが、盆前後の急激な暑さから中 - 下旬は反動減となった。近畿 98.8％、中国
100.1％、四国 99.2％。飲用牛乳向けは近畿 99.0％、中国 102.0％、四国 100.7％となった。

【九�州】生産は前年比 96.9％。当初見込みは 95.1％と低く見たが大きく上振れした。上旬は 100％を超えていたが、中旬以降は、酷暑
による生産日量の激減となった。処理は、飲用牛乳向けは 95.9％、はっ酵乳向け 103.1％、特定乳製品向け 97.0％となった。

用途別販売数量

飲用向 267,014tで、前年同月比 705t(0.3%)増加

はっ酵乳向 40,364tで、前年同月比 861t(2.2%)増加

クリーム向112,046tで、前年同月比 543t(0.5%)減少

チーズ向 37,702tで、前年同月比 1,215t(3.1%)減少

特定乳製品向129,039tで、前年同月比 863t(0.7%)減少
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都府県 264,485tで、前年同月比 2,005t(0.8%)減少全国 586,167tで、前年同月比 1,056t(0.2%)減少

北海道 321,682tで、前年同月比 950t(0.3%)増加
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用途別生乳処理量

❶ 牛乳等向処理量

❸ クリーム向処理量

❷ 特定乳製品向処理量

❹ チーズ向処理量
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チーズ向

④
2015. 4月 625 620 322 298 148 150 114 37 2016. 4月 633 626 323 303 157 145 108 37

5月 649 644 347 297 151 146 109 37 5月 653 649 350 299 152 147 108 39
6月 625 620 349 271 126 145 107 38 6月 626 622 350 272 128 143 105 38
7月 629 624 338 286 133 153 110 43 7月 631 627 345 282 132 150 111 39
8月 608 604 323 281 133 148 107 41 8月 610 606 329 277 130 147 108 40
9月 593 588 338 250 107 143 107 36 9月

10月 603 599 344 255 107 148 111 37 10月
11月 588 584 329 255 110 146 110 36 11月
12月 620 616 311 304 158 147 109 37 12月

2016. 1月 627 623 317 305 165 140 101 39 2017. 1月
2月 595 591 314 277 142 135 100 35 2月
3月 644 639 321 318 170 148 109 39 3月

年 度 計 7,407 7,352 3,953 3,398 1,649 1,749 1,295 455 年 度 計 3,155 3,130 1,698 1,432 699 733 540 193
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資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
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北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成28年10月1日現在

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 45〜55 札幌管内の9月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計92.9％、累計で98.2％、苫小牧管内月計で
96.2％、累計で97.7％の実績となっております。
10月の初妊牛動向については12月が中心となりますが、資源の流れが速く、2月分娩まですでに流通
し始めております。販売される腹はF1腹がメインとなっており、選別精液腹は基本的に自家保留分と
なっておりますので販売物としての流通は少ないものと思われます。他管内の価格高騰により購買客の
流入が起きれば引き合いはかなり高いものとなりますのでお早めの購買をよろしくお願いいたします。

初　妊　牛 68〜78

経　産　牛 50〜55

釧路管内

育成牛（10-12月令） 45〜55 根釧管内の9月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で98.6％、累計で102.8％、中標津管内月計で98.7％、累計
で101.5％の実績となっております。
10月の初妊牛動向につきましては、12月から1月分娩牛が中心となります。9月の管内乳牛市場の平均価格（税込、ET
在胎除）は釧路市場726千円、根室市場751千円と高値を維持しております。この様な状況の中、引き続きメガファームや
新規就農者向けの導入が活発であり、資源も不足している事から相場は強含みで動くと予想されます。また、今後の相場高
騰を見越して先物買いの傾向も強まる可能性があります、導入を希望される場合は早め早めのご注文をお願いします。

初　妊　牛 70〜80

経　産　牛 50〜55

帯広管内

育成牛（10-12月令） 45〜55 帯広管内の9月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で100.3％、累計で103.2％の実績と
なっております。10月の初妊牛動向について、12月～ 1月分娩中心となります。公共牧場からの下牧
も始まり、資源は出回る時期となってまいりますが、府県・道内の大型農家の導入が同時に行われます
ので引き合いは強いものと思われます。腹内容としてはF1腹が多いですが、育成牛価格の高値維持に
より選別腹の引き合いも強くなっております。また、価格の高騰により、思うように購買できない購買
客が遠腹や経産牛の導入にシフトすることが考えられますので、早めの購買をお勧めいたします。

初　妊　牛 70〜80

経　産　牛 52〜60

道北管内

育成牛（10-12月令） 45〜55 道北管内の9月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で100.8％、累計で101.7％、北見管内月計で99.6％、累
計で100.3％の実績となっており、両管内とも順調な生乳生産体制、副産物の高値安定により酪農家の景気を押上げて
いるものと思われます。この様な状況の中、各農協の自家保留の傾向が強まっており、初妊牛販売頭数が減少し資源不
足となっております。また、各市場での上場頭数減が顕著に現れてきております。これから秋口に入り、道内大型牧場
の増頭、都府県の需要増がこれから高まり価格高騰が予想されます。腹はF1中心で、雌雄選別腹も増えつつあります。
導入を希望されます方は早めの注文をお願いします。

初　妊　牛 70〜78

経　産　牛 45〜50

道内総括

育成牛（10-12月令） 45〜55 道内の9月中旬までの生乳生産量前年比は99.2％、累計で101.6％の実績となっております。
10月の初妊牛動向につきましては、12月から1月分娩が中心となります。9月に引き続き道内及
び都府県の大型導入が初妊牛相場を引っ張る形になると予想されます。依然としてＦ１腹の引き合
いも強い事から高値維持で推移するものと思われますが、ここにきて一段と雌雄選別腹の引き合い
も強くなってきており雌雄選別腹の価格も堅調に推移するものと思われます。道内においては寒暖
差が激しくなってきております。来道される際は風邪等引かれない様、お気を付け下さい。

初　妊　牛 70〜80

経　産　牛 50〜58

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。

今月の表紙は、今月の表紙は、
「第7回酪農いきいきフォトコン
テスト」（第45回全国大会にて
開催）において入賞された「はな
ちゃん」（福島県　福田　祐子氏
撮影）です。

「はなちゃん」

お詫びと訂正
本誌9月号（No.612）17頁に掲載しました「お詫びと訂正」の正誤で誤りがありました。謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正い
たします。

＜誤＞農林中央金庫　宮園副理事　→　＜正＞農林中央金庫　宮園副理事長
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※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第43回らくのうこどもギャラリー」で
全国674点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今
月
の

今
月
の

あっ　こっち見た
練馬区立大泉東小学校（関甲信）6年　小室 和歌

月の入賞作品は、練馬区立大泉東小学校（関甲信）6年
の小室 和歌さんの作品です。

牛さんが振り向いた瞬間が素描のような軽いタッチで描かれてい
ます。牛さんの足や樹木の幹など強い線もあれば、空や地面には
やさしい線が見て取れます。簡素な表現のなかにも強弱のきいた
メリハリのある作品だと思います。

今


